
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 10月 1日【第 47号】（班回覧） 

編集・発行 山陽小野田市厚陽公民館 

山陽小野田市大字郡 3226番地の 11  

TEL0836-74-8400  FAX0836-75-0628 

（※裏面に続きます） 

 今年度も折り返し、ようやく朝夕に涼しさを感じるようになりました。あっと

いう間に稲刈りシーズンを向かえ、厚陽の田園風景に映る皆さんも忙しそうです。 

保育園の「キラキラたんぼ」や「なかよしおいもえん」の様子も気になりながら、

公民館では文化祭に向けた準備に取り掛かっているところです。 

さて、開幕中の“山口ゆめ花博”ですが、県内外からの来場者で予想以上に賑わ

っているそうです。市町のイベントとして、山陽小野田市は 10 月 1３日（土）、

「さんようおのだスマイルデー」と銘打って、市民の皆さんと一緒に会場を盛り

上げます。お時間の許される方は、ぜひ遊びに来てくださいね。 

★ 第２回 ガーデニング教室 のお知らせ ★ 
春に続いて第 2 弾、厚陽ではすっかりおなじみの

講座になりました。グリーンアドバイザーの松永聡 

先生によるガーデニング教室を開催します。 

親切丁寧に教えてくださいますので、常連さんは

もちろん、初めての方でも大丈夫です。 

自分好みの寄せ植えで、お家を飾ってみませんか？ 
 

（詳細は別途チラシをご覧ください。）  
 
テーマ『秋の寄せ植え』 講師：松永 聡 氏 

平成３０年１０月２６日（金）10 時～公民館にて 

★ 11月 3日（祝）は “厚陽ふれあい文化祭” です！ ★ 

 防災訓練や敬老会が終わり、ほっとするのも束の間、

今度は“厚陽ふれあい文化祭”が迫っています。 
 
 公民館クラブ生にとっては、日頃の学習成果を発表

し、地域の皆さんに見ていただく機会でもあり、今頃は

発表練習や作品の準備に打ち込まれていると思います。 

チラシ等の詳細はまだ話し合っているところですが、 

準備が出来次第、厚陽の皆さんにお知らせします。 
 
開催は 11 月 3 日（祝）、各種バザーも予定しています。 

この日はぜひ厚陽公民館を覗いてみてください！！ 

 

ふれあい文化祭の開催に伴い、下記期間中は資源ゴミ倉庫を

閉鎖します。アルミ缶や段ボール、雑誌・新聞等の持ち込みは

ご遠慮くださいますよう、皆さんのご協力をお願いします。 

閉鎖期間：平成３０年１０月２７日（木）～１１月３日（祝） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

《記事に関するお問い合わせは、厚陽公民館まで》 

《講座に関するご意見・ご要望等もお待ちしております》 

★１０月の公民館のようす★ 

３日（水） 文化祭実行委員会 

４日（木） 菊づくり教室 

８日（祝） ふれあいスポーツ大会（青年の家） 

１３日（土） ゆめ花博市町デー（阿知須） 

１６日（火） ふれあい料理教室 
 

※日時は前後する場合がありますので、 

    公民館へご確認をお願いします。 

クラブ会員も随時募集中♪ 

２４日（水） 切り絵教室 

２６日（金） ガーデニング教室 

２９日（水） 菊づくり教室 

３０日（木） 

★ 第８回 厚陽地区防災訓練 （厚陽セーフティネットワーク） ★ 

★ 9月 17日は 敬老会 でした！！ ★ 

「災害はいつか起こります」とは、木村防災士さんのお話。土砂や津波、地震

といった自然災害の可能性を、厚陽の地図を使って説明してくださいました。 

避難時の心構えや携行品へのアドバイス等もあり、地域の皆さんも非常に参考と

なったのではと思います。また、市総務課の職員さんにより、段ボールベッドの

体験も実施され、「家のベッドよりいいかも･･･」と、その作りの頑丈さに皆さん

驚いていました。（このベッドについては、平成 29 年に山陽小野田市とセッツ

カートン株式会社が災害時支援協定を締結しています。） 

「今月の一枚」 H30 敬老会にて 

（子どもたちも参加してくれました！） 

さらには、水消火器・粉末消火器による消化訓練、

ふるさと女性部と中学生が協力しての炊き出し訓練

と、本当に内容盛りだくさんな訓練でしたね！！ 
 

厚陽の避難所を思い出してみると、地域はもちろ

ん、保育園や学校の先生方までもが様子を気にかけ、

声をかけてくださいました。避難者の方も、ご自身が

置かれる状況や避難所の様子を判断し、できる限りの

準備をして来られています。もちろん施設や備品等の

課題はありますが、避難所は再出発のための集団生活

の場、こうした“人”の関係はとても大切です。 

地区社協主催で全市的に行なわれた敬老会、

厚陽は 100 名近い参加者で講堂は満員でした。 

冨田 ハマ子さん（102 歳） 

佐々木 益男さん（101 歳） 

 

< 地区最高齢、皆さんも驚きです！> 

「いつもありがとう」 

「いつまでもお元気で」 
 
お年寄りに感謝を伝える

子どもたちもまた、地域

の中で育っています。 
 
 

 
中学生のブラスバンド、日本舞踊にフラダンス、

吉部田和太鼓もあり、賑やかな敬老会でした！ 

（H30.9.1６） 


